



















































































してい る人 々に対 して,無 限の可能 性を期待 し続け てお られ る教授の姿 を垣間
見 ることができる。 その笠原教授 が,知 る人ぞ知 るまことに企業社会的な情況
の中 で病を得 られ,な お温あ られてお られたであろ う学問的抱 負の数 々を,私
た ちに語 られ るこ とな く他 界された ことは,痛 恨 としか言い ようのない大 きな
損失 であ った。
